
私の所属している大学は，奥浜

名湖のほとりにあり，自然豊かな

環境に囲まれています．その自然豊かな大学で，先日，日

本語と英語の言語構造の違いが話題になりました．学位審

査を控えた学生さんが，英語で執筆した英語原著論文の内

容を，学位論文へ和訳して記載していたところ，その文章

を読んだ指導教員が「意味が通じない」と指摘されたこと

に端を発しています．日本語には主語がないのだから，英

語でかかれた文章をそのまま日本語に訳すことはできない

というのが理由で，例とし，「象は鼻が長い」をあげられ，

この文の主語を指摘できるか？ということになりました．

この議論は，学生指導の範疇をこえ，日本語での論文執筆

と英語での論文執筆に対する議論に発展しました．たとえ

ば，日本語の論文執筆には，論理構成を踏まえた上で，英

語論文のフォーマットとは異なる日本語の言語構造特性を

活かした論文執筆がある等です．あとの予定がつまってい

たので，この議論はそこで打ち止めとなりました．

後日，日本語と英語の違いについて調べてみますと以下

のような意見がありました．１．日本語は視覚言語であり，

英語は聴覚言語である．それ故に，２．情報提供としての日

本語の能力はすぐれており，１４０文字制限のある情報サー

ビスTwitter がその一例である．一方，３．情報提供として

は優れているが，論理結論を導くためには，英語のほうが

優れているのではないか等です．また，違った切り口では，

日本語，英語両方の言語を駆使し科学技術を推進してきて

いるところが，日本の科学力の源泉であるという意見もあ

りました．

学会誌が，和文誌を発行し続けることは，国内への情報

発信とともに，コミュニティーの日本語力を鍛えていく役

割も果たしているのではないかと，編集委員を２年間務め

て思い至った次第です． （森 芳孝）
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